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　　　　野鳥は鳥インフルエンザ等の人に感染する
病気を持っている可能性があります。
ヒナに触るときには、手袋をするなど直接触らない
ようにし、触れた後は手洗いうがいをしてください。
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　　　 車にひかれそう、猫に襲われそう…など、

危険な状況の場合は、近くの木の上や茂みの

中などの安全な場所にヒナを移してください。

ヒナが１羽でいても、
近くに親鳥がいるので、
決して拾わないでください。
近くに親鳥の姿が見えなくても、
ヒナのもとに戻って世話をすることがあります。
人が近くにいると親鳥がヒナに近づけないため、
その場を離れましょう。

　　　　　　　　　　　人間がヒナに餌の採り方や飛び方
　　　　　　　　　　　を教えることはできません。
ヒナを拾って親鳥から引き離してしまうと、
かえって弱って死んでしまうことがあります。
野鳥の子育てを邪魔しないよう、そっと見守ってください。

私たちが飼っているペットとは
違い、野鳥をはじめとする野生
の動物は、自然の中で生き、
自然の中で死んでいきます。
怪我や病気をすることもありますが、
「自然の中の出来事として見守る」ことも、
自然のしくみ（サイクル）を守るうえで大切なことです。

野生の動物を許可なく捕まえたり、飼ったりする
ことは、「鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化
に関する法律」により禁止されています。
弱っていたり、怪我をしていたりしている場合でも、
許可なく保護することはできません。
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